
・レジームシフト（魚種交替）による資源変動
いつ起こるか分からない

・地球温暖化による魚種組成の変化
変化の方向性は予測できるが、適応も必要

水産業における気候変動リスク
天然の水産資源（漁業）に与える

十年スケールの海洋環境変動と地球温暖化

国立研究開発法人
水産研究・教育機構

木所英昭

令和６年２月７日
第９回気候変動リスク・機会
の評価等に向けたシナリオ・

データ関係機関懇談会
資料６



水産白書で見る日本の水産・食生活

日本は首位独走だったが、

中国、インドネシアと
同レベルに。

世界的に増加傾向



水産白書で見る日本の水産・食生活

サンマやイカ類の減少、ブリの増加は、気候変動による
資源・漁獲量変化の影響もある



魚種交代、レジームシフトによる資源変動
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漁獲量・資源量の（20年）周期の変化
「レジームシフト」・「魚種交替」

＊スルメイカの漁獲量は日本と韓国の合計値
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日本近海の水温の長期変化

地球全体では
＋0.60℃

気象庁HP 「海の健康診断」より



寒暖 暖寒 暖
寒？

寒 暖 の、繰り返しは「レジームシフト」
の、一方的な上昇は「地球温暖化」

太平洋における周期的な変動パターン



太平洋における周期的な変動パターン

日本近海が温暖な時期日本近海が寒冷な時期

＊太平洋の反対側では反対の状況

Mantua and Hare (2002)を基に作成



魚種交代、レジームシフトによる資源変動
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ただし、いつ魚種交替が起きるか予測が困難
さらに、地球温暖化がどのように影響するか？
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魚種交代、レジームシフトによる資源変動

寒暖 暖寒 暖
寒？

温暖化によって、
以前の温暖レベルと、
近年の寒冷レベルの
水温が同じくらいに
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魚介類の資源変動
も温暖・寒冷の対
応だけでは説明が
困難になった？



より抜粋

地球規模（太平洋全体）の変化なので、太平洋の
反対側でも同時に変化（魚種交替）が起きます。

中
南
米
沖

日
本
周
辺

温暖
寒冷

温暖

寒冷 寒冷
温暖

マイワシ
カタクチイワシ

チリマイワシ ペルーカタクチイワシ

魚種交代、レジームシフトによる資源変動



近年の黒潮の大蛇行、東北地方太平洋の水温上昇



漁獲量が減少した魚種（宮城県）

宮城県における主要魚種の資源動向
（https://www.pref.miyagi.jp/site/gaiyou/shigendoukou.html）より



漁獲量が増加した魚種（宮城県）

宮城県における主要魚種の資源動向
（https://www.pref.miyagi.jp/site/gaiyou/shigendoukou.html）より



ブリ、シイラ、ふぐ類、ユメカサゴ、テナガダラ、ヤリイカ
サケ、アカガレイ、ズワイガニ、ホッケ

タチウオ、チダイ、アカムツ、ケンサキイカ、ユメカサゴ、ヤリイカ、メイタガレイ、イセエビ
マダラ、イカナゴ、サケ、マガレイ、ズワイガニ、マコガレイ、イシガレイ、アカガレイ

タチウオ、ヤリイカ、イセエビ
マコガレイ、ヤナギダコ

ヒラマサ、カンパチ、サワラ、イサキ、マダイ、スズキ、カスザメ、ヤリイカ、イセエビ
メイタガレイ、イシガレイ、クロウシノシタ、アカシタビラメ、ウマヅラハギ

岩手県

宮城県

千葉県

茨城県

※小型浮魚は除く

北海道 ブリ、マダラ、ふぐ類
サケ、スケトウダラ、ホッケ

北海道～千葉県魚種の増減

近年の水温上昇による影響事例（東北太平洋側）

増える魚を
有効利用

赤文字（暖水性魚種）が各地で増加。イセエビは千葉県が全国一の漁獲量
＊第10回東北太平洋岸の水産業と海洋研究集会（水産海洋学会）の資料より



水産資源の分布・漁場の変化の将来予測



水産資源の分布・漁場の変化の将来予測
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水産資源の分布・漁場の変化の将来予測

深海性のキチジ（適水温範囲が狭い）は水温上昇によって
より深い海域に移動、 漁場の変化、漁具・漁法の変化



気候シナリオに基づく水質データ
（高解像度＋栄養塩あり）

https://adaptation-platform.nies.go.jp/

https://nies.maps.arcgis.com/apps/MapSeries/index.html?appid=725d4914e86b42ea85235a8e2ca36fad

国環研が実施・公表
水平解像度1km、鉛直38層

 20世紀末（1984～ 2004年）
 21世紀末（2080～ 2100年）

AR5のRCP2.6, 4.5, 6.0, 8.5シナリオ

表層の水温・DIN濃度・流速を入手
（1990年代と2090年代の海岸線データを利用）

※現在気候とRCP8.5シナリオの
結果は公表済み（東ら 2020）
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ワカメ養殖への影響と適応策も評価可能

※写真は徳島県提供
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気候変動影響と適応策の評価（イメージ）

21

温暖化による収量の変化と、適切な作業スケジュール、
高温耐性品種の有効性が明らかになりつつある



捕れる魚・食べる魚が変わってくる
食文化・消費活動での適応が必要

気候変動（温暖化、魚種交代）によって
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